
ふるさといちばん

丹波篠山の時代をつくろう

市長の とーくHOT
ほっと

今月のこ ん に ち は 市 長 室

問い合わせ
神戸大学・丹波篠山市農村イノベーションラボ� ☎ 506-6628
丹波篠山フィールドステーション� ☎ 506-2366

大学連携でんしょばと

夢
への

かけはし
教育やスポーツ、文化・芸術などの分野で
活躍する若者たちを紹介します。

篠山産業高等学校の生徒が「丹波篠山の家」の設計を提案

　市長が市政に対してのご意見やご要望を
お聴きする場として開催しています。事前
の申し込みは不要で、懇談会または１人15
分程度の面談です。
と　き　３月11日（月）13:30～16:00
ところ　今田支所
問い合わせ　秘書広報課☎552-5109

若者の熱気を感じる年初め！
～農村イノベーションラボでさまざまな企画進行中！～

学生・若者のためのキャリアセミナー
「丹波篠山で叶

か な

える自分スタイル」を開催しました！
　「丹波篠山での仕事やキャリアは多様だ」という学生イン
ターン２人の気付きから、この企画が発案されました。
　前半は岩

い わ

田
た

瑞
み ず

希
き

さん（iwata-style）からキャリアについて
話を聞き、後半は自身のキャリアについて考え、発表し合
いました。参加者からは、「丹波篠山を前より好きになった」

「将来丹波篠山で働きたい」など、地元への熱い思いを聞く
ことができました。丹波篠山の将来を考える若者がたくさ
んいると改めて知り、大きなエネルギーをもらいました。

篠山イノベーターズスクール 2024年度生募集中！
まずは説明会（無料）にお越しください。
詳細はホームページをご覧ください。

お問い合わせはこちら

４つのコースが新しくなりました！

お問い合わせは
 info@tscapital.jp　☎ 506-6628
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篠山イノベーターズスクールを一緒に篠山イノベーターズスクールを一緒に
運営する学生インターンを募集しています！運営する学生インターンを募集しています！
まずは気軽にお話ししてみませんか？まずは気軽にお話ししてみませんか？

　１月18日に篠山市建築組合・篠山産業高等学校・丹波
篠山市との共催による「丹波篠山の家」設計コンテストを
同校で開催しました。「丹波篠山の家」とは、市が普及をめ
ざしている地元の文化や風土に適した木造住宅のことを
いい、コンテストは今年で３回目。同校電気建設工学科
建設コースの３年生12人が参加しました。
　生徒たちは、昨年９月から設計を開始し、11月から立
体模型の製作に取り組んできました。審査では、プロの
建築家の皆さんなどが審査員を務め、独創性や実現性、
設計力などからそれぞれの作品を採点。最優秀賞は永井
流星さんの「温故知新～未来と伝統が流れゆく家～」、優
秀賞には九鬼祐輔さん、特別賞には古川蓮さん、敢闘賞
には徳永璃空さんの作品が選ばれました。受賞を受けて、
永井さんは「時間をかけて取り組み、思いも込めてつくっ
た作品が評価されてすごくうれしいです」とその喜びを語
りました。

古
ふる

川
かわ

蓮
れん

さん、徳
とく

永
なが

璃
り

空
く

さん（後列左から）
永
なが

井
い

流
りゅう

星
せい

さん、九
く

鬼
き

祐
ゆう

輔
すけ

さん（前列左から）

ABCマラソン、ますます盛り上げよう！
　

３
月
３
日
は
丹
波
篠
山
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
す
。
定
員
は
１
万
人
で
、
前
半
は
参
加
者
が
集

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
終
５
３
３
４
人
の
参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
東
の
青
梅
、
西
の
丹
波

篠
山
と
言
わ
れ
て
、
市
民
マ
ラ
ソ
ン
の
草
分
け
の

大
会
で
あ
る
丹
波
篠
山
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ラ
ソ
ン
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
ど
こ
の
地
方
の
大
会
も
参
加
者
集
め

に
苦
戦
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
東
京
、
大
阪
、

京
都
、
姫
路
な
ど
大
都
市
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
数

が
増
え
た
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
以
降
、
マ
ラ
ソ
ン
走

者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
約
20
年
、
日
本
臓
器
製
薬
が
ス
ポ
ン
サ
ー

と
な
っ
て
朝
日
放
送
に
特
別
番
組
を
製
作
し
て
い

た
だ
き
、
著
名
な
タ
レ
ン
ト
や
Ａ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
も
参
加
し
て
大
変
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
年
か
ら
ス
ポ
ン
サ
ー

を
降
り
ら
れ
た
た
め
、
特
別
番
組
が
製
作
で
き
な

い
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
ち
ら
は
丹
波
篠
山
を
思
う
、
丹
波
篠
山
Ａ
Ｂ

Ｃ
マ
ラ
ソ
ン
を
思
う
、
よ
い
ス
ポ
ン
サ
ー
が
出
て

く
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す

能登半島地震　職員を派遣
　
能
登
半
島
地
震
に
か
か
る
支
援

の
た
め
、
市
か
ら
も
多
く
の
職
員

を
現
地
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
月
15
日
に「
緊
急
消

防
援
助
隊
」と
し
て
消
防
隊
員
を

石
川
県
輪
島
市
・
能
登
町
へ
派
遣

し
ま
し
た
。
報
告
で
は「
宿
営
地

は
気
温
が
氷
点
下
で
、
寝
袋
に
カ

イ
ロ
を
貼
っ
て
出
動
待
機
し
た
」

「
輪
島
市
で
は
救
急
患
者
の
受
入

可
能
な
病
院
が
１
カ
所
し
か
な

く
、
金
沢
市
ま
で
往
復
10
時
間
か

け
て
の
搬
送
も
想
定
し
た
」な
ど

厳
し
い
環
境
下
で
の
支
援
実
態
を

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
に
も

第
４
陣
ま
で
派
遣
し
て
い
ま
す

（
２
月
１
日
時
点
）。

　
ま
た
、
兵
庫
県
で
は
石
川
県
珠

洲
市
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し

て
支
援
を
進
め
て
お
り
、
早
期
の

罹
災
証
明
書
の
発
行
に
つ
な
げ

る
た
め
、
損
壊
し
た
家
屋
の
被

害
状
況
を
調
査
す
る「
家
屋
被
害

認
定
士
」や
、
避
難
所
運
営
の
支

援
を
す
る
職
員
を
派
遣
し
ま
し

た
。
兵
庫
県
か
ら
の
要
請
に
よ

り
今
後
も
派
遣
が
継
続
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

市
内
で
は
市
職
員
の
他
に
も
、

避
難
所
と
な
っ
た
学
校
の
支
援

を
す
る
兵
庫
県
震
災
・
学
校
支

援
チ
ー
ム「
Ｅア

ー

ス

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
隊
」の

派
遣
な
ど
、
教
育
の
現
場
か
ら

も
支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
興
が
で
き
る
だ

け
早
く
進
む
よ
う
に
、
丹
波
篠

山
市
と
し
て
も
支
援
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。
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